
趣意書(賛助会員 入会のご依頼) 
 

 

一般社団法人 日本性感染症学会 

理事長 三鴨 廣繁 

 

 

拝啓 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より本学会の活動に格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

本学会は 1988 年 12 月に設立し、性感染症学に関する学理及びその応用についての

研究業績の発表、知識の交換、会員相互の交流、関連学会との連携協力等を行うことにより、

性感染症学の進歩普及を図り、学術の発展と人類の福祉に寄与することを目的として

活動をしており、2014 年 4 月からは一般社団法人となり医師を中心とした専門家集団

として、さらに学術・研究活動を推進しております。 

 

「学術大会の開催(年 1回)」、「日本性感染症学会誌の発行(年 2号)」、「性感染症 診断・

治療ガイドラインの発行(適時改訂)」、「一般医家向け『梅毒診療ガイド』の公開」など

の活動を行っており、会員数は約 1,700 名を超えております。 

 

本学会の活動は会費収入を基本に運営されており、本学会の趣旨にご賛同いただいた

企業様にも賛助会員として学会活動にご支援いただいております。 

今後、より学会活動を活性化させ目的をより一層実現するために、更なる賛助会員の

募集をしております。 

 

新たな賛助会員の皆様のご支援により、学術的発展を遂げ、社会に貢献する学会を

目指して努力する所存でありますので、ご多端の折り、誠に恐縮に存じますが、本趣旨に

ご賛同いただき、ご入会いただけますようお願い申し上げます。 

敬白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会までの流れ 
 

１．入会申込用紙を学会事務局へ FAX またはメールにて提出（入会希望団体 担当者様） 
 

２．提出された入会申込用紙を理事長へ報告（学会事務局） 
 

３．入会申込用紙の内容について入会審査し、入会承諾を事務局へ連絡（理事長） 
 

４．当該年度の会費請求書を入会希望団体 担当者様へ郵送（学会事務局） 
 

５．会費請求書が届き次第、学会指定の口座へ会費を納入（入会希望団体 担当者様） 
 

６．ゆうちょ銀行より振込詳細が届き次第、会員名簿上で入会処理を完了（学会事務局） 
 

※振込日＝入会日となりますので、なるべくお早めにお振込みいただけますようお願い致します。 



[FAX] ０３-５２２７-８６３１   [E-mail] jssti-post@bunken.co.jp 

 

一般社団法人 日本性感染症学会 

賛助会員 入会申込用紙 
 

一般社団法人 日本性感染症学会 理事長 殿 
 

「日本性感染症学会」の賛助会員となることを申請いたします。 
 

申込年月日  (西暦)20     年     月     日 

 ■申請者■ 

名 称 

 

（ご担当者氏名                 ） 

所在地 

〒    －  

 

 

TEL：                   （内線：     ・直通) FAX： 

E-mail： 

口数 50,000円 ×            口 ＝                     円 

 

■送付先あて先■ 

住所 

 

名称また

は氏名 

〒    － （上欄と同じときは記載の必要なし） 

 

 

TEL： 

 

■申請者が個人の場合の専門情報（個人情報としてご了解なしに外部に出しません）■ 

経歴 （西暦       年） 
卒業 

修了 

専 門 

分 野 

 

 

 
日本性感染症学会誌は、11 月頃に 2号(学術大会 抄録号)、7月～9月頃に次巻 1号と年 2回の発行となります。 

会員へ提供している学会誌となり、市販は行っておりません。当法人の事業を支援する個人又は団体において、この申請書をご提出いただき、

理事長が承諾した場合のみ、賛助会員となることが可能です。賛助会員は一口50,000円(一口以上)の会費のご納入が必要となります。 

なお本学会の事業年度は 10 月 1 日[期首]～9 月 30 日[期末]となり、賛助会員として入会した年度の次年度以降の会費請求書は

10 月～12 月頃を目途にお送りしております。 

 

注意事項 

この『入会申込用紙』を学会事務局へ提出しただけでは入会扱いとはなりません。学会事務局より年会費納入の郵便振替用紙を指定された

送付先あて先の住所へ送付しますので、お手元に届き次第お早めに納入のご対応をお願いします。なお、年会費振込日が入会日となります。 

会員番号  ８    

(※事務局記入欄) 


